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秋
の
み
の
り
に
感
謝
し
つ
つ

こ
の
時
、
こ
の
際
貯
金
に
貯
蓄

農
家
の
皆
様
、
毎
日
の
御
仕
事

御
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回

本
葭
を
襲
っ
た
台
風
二
十
二
号
及

二
十
三
号
は
各
地
に
相
当
の
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
幸
に
し

て
本
町
に
は
稲
作
に
さ
し
て
減
収

の
予
想
も
さ
れ
ず
先
づ
も
っ
て
豊

作
型
に
約
束
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
皆
様
の
御
辛
苦
の
甲
斐
が

あ
り
御
同
慶
に
堪
え
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。
然
し
乍
ら
デ
フ
レ
政

策
の
滲
透
に
よ
り
各
農
有
産
物
の

価
格
は
下
落
し
農
家
収
入
は
総
体

的
に
減
額
し
て
参
り
ま
し
た
し
、

農
村
経
済
の
景
気
も
仲
々
の
恢
復

の
兆
を
み
ま
せ
ん
。
叉
新
聞
等
で

は
来
年
辺
り
よ
り
米
の
統
制
を
撤

廃
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
程
の
米
価
も
維
持
す
る
事
は
相

当
困
難
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

ま
す
。
豊
作
は
毎
年
続
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
こ
そ
は
年

間
最
大
の
収
入
を
有
効
適
切
に
使

用
す
る
事
を
御
考
へ
頂
き
、
来
年

の
生
産
費
の
確
保
と
今
後
の
不
慮

の
災
害
や
将
来
の
幸
福
に
備
え
て

計
畫
的
に
貯
金
さ
れ
豊
な
明
る
い

生
活
を
築
い
て
頂
く
事
が
最
も
必

要
で
は
な
い
で
せ
う
か
卩
一
年
の

計
は
元
旦
に
あ
り
卩
「
農
家
の
家

計
は
米
代
金
の
流
入
期
に
あ
り
」

と
云
ふ
事
が
出
来
ま
す
。
さ
て
こ

う
し
た
出
来
秋
を
迎
え
農
協
で
は

全
国
的
貯
蓄
運
動
で
あ
る
豊
年
貯

金
の
一
環
と
し
て
「
農
業
資
金
総

結
集
特
別
貯
畜
運
動
」
を
展
開
し

て
居
り
ま
す
の
で
御
協
力
の
程
御

願
ひ
致
し
ま
す
。

第

二

次

予

約

米

予
約
制
実
施
に
当
り
ま
し
て
は

皆
様
方
の
御
理
解
と
関
係
機
関
の

絶
大
な
る
御
支
援
に
依
り
、
要
請

量
三
ニ
一
○
石
を
上
廻
る
一
〇
四

石
の
実
績
を
お
さ
め
ま
し
た
事
は

誠
に
同
慶
に
耐
え
ま
せ
ん
。
予
約

取
纒
の
段
階
は
先
づ
成
功
致
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
農
協
が
此
の
予

約
数
量
の
売
渡
し
を
如
何
に
し
て

果
す
か
に
最
大
の
使
命
が
あ
り
ま

す
。
本
年
産
米
集
荷
促
進
に
は
格

段
の
御
協
力
を
御
願
ひ
し
ま
す
。

御
存
知
の
如
く
昭
和
八
年
を
上
廻

る
未
曽
有
の
豊
作
が
予
想
さ
れ
る

折
今
回
閣
議
決
定
に
依
り
十
二
月

十
五
日
を
締
切
期
限
と
し
て
追
加

予
約
の
申
込
を
受
け
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
追
加
予
約
に
就

き
ま
し
て
は
概
算
金
の
支
払
が
行

わ
れ
な
い
の
で
、
予
約
奨
励
金
減

税
措
置
等
は
前
回
の
通
り
の
特
典

が
あ
り
新
聞
紙
上
で
御
存
知
の
様

に
今
年
産
米
に
於
き
ま
し
て
は
、

供
出
価
格
が
有
利
だ
と
思
料
さ
れ

ま
す
の
で
第
二
次
追
加
予
約
に
御

協
力
を
御
願
ひ
致
し
ま
す
。

「
農
協
販
売
部
熊
野
　
正
」

今
月
の
十
一
月
　
三
日「
文
化
の
日
」

十
一
月
廿
三
日
「
勤
労
感
謝
の
日
」

旗
日

天
の
恵
み
か

煙
草
も
又
豊
作

今
年
は
煙
草
に
限
ら
ず
、
農
産

物
は
ほ
と
ん
ど
が
、
大
豊
作
で
、

こ
の
よ
う
な
年
は
稀
に
し
か
み
ら

れ
な
い
天
恵
だ
と
思
は
れ
ま
す
。

煙
草
も
過
去
三
ヶ
年
不
作
続
き
で

耕
作
者
の
皆
様
も
努
力
の
甲
斐
も

な
く
本
町
の
耕
作
面
積
も
年
と
共

に
減
反
の
や
む
な
き
に
至
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
が
今
年
は
皆
様
方
の

努
力
に
よ
り
耕
作
開
始
以
来
の
好

成
績
に
て
収
納
を
終
了
致
し
耕
作

者
の
皆
様
も
さ
ぞ
御
満
足
の
事
と

思
ひ
ま
す
。
御
同
慶
に
存
じ
ま
す

収
納
実
績
を
み
ま
す
に
、
前
年
実

施
反
別
一
九
町
九
反
、
総
量
目
二

Ｉ
、
○
七
九
瓩
、
反
当
量
目
一
〇

五
、
九
瓩
、
反
当
収
納
代
金
三
四

五
四
九
円
に
比
し
本
年
実
植
反
別

一
七
町
一
反
総
量
目
三
〇
、
三
七

五
キ
ロ
反
当
量
目
一
七
六
、
ハ
キ

ロ
反
当
収
納
代
金
五
四
、
八
四
六

円
前
年
実
績
に
比
し
反
当
代
金
二

〇
、
二
九
七
円
の
増
加
で
あ
り
ま

す
。
約
個
人
の
最
高
反
当
収
納
代

金
一
〇
六
、
九
三
二
円
中
村
の
山

根
嘉
一
さ
人
を
始
め
麓
の
山
下
英

雄
さ
ん
九
二
、
二
四
七
円
、
八
万

円
以
上
四
名
、
七
万
円
以
上
匸
二

名
、
六
万
円
以
十に
匸
一
名
の
好
成

績
で
あ
り
ま
し
た
。
煙
草
も
Ｑ
当

一
〇
万
円
ま
で
は
夢
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
他
力
酉
竜
枸
は
豊
作

貧
乏
と
か
申
さ
れ
ま
す
が
煙
ヴ
は

優
作
ほ
ど
と
い
。
安
心
し
て
作
り

販
売
に
しヽ
配
句
／
ヽ
网
況
う
時
代
ほ

ど
よ
い
の
で
す
。
農
家
の
皆
喋
農

業
経
営
に
煙
蘖
を
入
れ
て
不
況
を

乗
叨
つ
て
下
さ
い
。

（
耕
作
組
合
長
木
村
平
次
）

私
ど
も
の
台
所

異
動
の
顔
ぶ
れ

過
る
十
月
一
日
付
を
以
つ
て
役

場
内
の
人
事
い
呉
動
が
実
施
さ
れ

た
こ
れ
は
永
年
に
の
黷
に
止
ま
つ

て
い
ろ
職
員
が
多
い
の
で
こ
の
際

祢
の
配
置
替
を
行
っ
て
気
分
を
Ｉ

新
し
併
せ
て
職
員
が
ど
こ
の
係
に

異
動
を
命
ぜ
ら
れ
よ
う
と
も
町
民

の
方
々
に
御
迷
惑
を
か
け
る
事
の

少
な
い
様
に
と
の
ね
ら
い
か
ら
左

の
よ
う
な
大
幅
な
異
動
が
な
さ
れ

た
わ
け
で
今
後
の
事
務
等
に
つ
い

て
は
こ
の
係
別
に
御
連
絡
を
お
願

い
す
る
と
共
に
新
任
者
に
対
し
て

は
旧
任
者
同
様
御
協
力
を
御
願
い

す
る

（
庶
務
係
）
　
主
任
　
柳
田
平
吾

長
峯
わ
か
子
（
文
教
係
）
△
主
任

岡
田
金
祐
（
戸
籍
係
）
（
主
任

藪
木
八
十
一
、
石
田
ヱ
ミ
、
安
藤

観
示
（
勧
業
係
）
△
主
任
　
小
林

安
太
郎
、
入
江
栄
一
、
針
谷
勇
治

郎
、
中
野
博
文

（
社
会
係
）
　

主
任
　
上
利
吾

一
、
上
村
季
子

（
林
野
係
）
△

主
任
　
村
岡
勝

次
、
山
田
清
（

税
務
係
）
△
主

任
　
島
田
政
一

、
吉
見
勝
、
小

枝
雅
之
、
宇
野

秀
平
、
磯
野
弘

子
（
土
木
係
）

△
主
任
　
河
野

正
夫
、
滝
口
惣

市
、
森
福
光
雄

藤
本
千
秋
、
中

尾
一
且

（
会
計
係
）
　
主
任
藤
本
茂
（
収
入

役
）
　
主
任
係
助
手
）
西
村
昭
明

神
楽
舞
に
ま
つ
わ
ろ
伝
説

美
須
美

あ
れ
こ
れ

滝
坂
部
落
で
毎
年
秋
大
幡
様
で

行
わ
れ
る
神
楽
舞
は
所
謂
古
式
の

神
秘
的
舞
で
な
く
中
世
以
降
演
技

の
み
独
立
猿
楽
化
さ
れ
中
世
後
期

以
降
之
が
郷
村
の
芸
能
と
し
て
発

展
し
近
世
再
び
神
楽
舞
と
転
形
し

た
も
の
ら
し
い
。

当
部
落
の
舞
は
数
百
年
の
伝
説

の
ベ
ー
ル
に
っ
っ
ま
れ
之
に
僅
か

歴
史
的
裏
付
を
な
し
神
楽
舞
由
来

を
ま
と
め
て
見
た
い
。

約
六
百
数
十
年
の
昔
天
下
は
南

北
朝
と
呼
ば
れ
る
庶
民
に
は
全
く

た
え
ら
れ
ぬ
戦
争
の
連
続
時
代
が

あ
っ
た
、
此
頃
石
見
出
雲
の
豪
族

高
津
長
幸
吉
見
頼
繁
の
兄
弟
は
南

ひ
時
を
待
っ
た
、
時
来
り
て
攻
撃

に
移
り
進
退
三
四
回
に
及
び
長
府

攻
略
を
成
し
た
、
時
五
醍
醐
帝
京

都
帰
還
為
に
基
地
を
引
き
払
ひ
還

っ
た
、
何
時
の
時
代
に
も
見
ら
れ

る
か
か
る
跡
に
は
、
必
ず
美
し
く

悲
し
き
ロ
マ
ン
ス
が
咲
き
伝
説
が

生
れ
る
、
例
に
も
れ
ず
滞
陣
兵
間

に
神
楽
舞
其
他
を
行
ひ
遠
征
の
無

聊
を
な
ぐ
さ
め
叉
義
理
や
人
情
を

断
ち
難
く
当
地
に
土
着
し
た
者
も

多
数
あ
っ
た
事
も
想
像
さ
れ
る
、

之
等
の
人
々
は
毎
年
春
秋
国
家
安

全
五
穀
成
就
を
祈
っ
て
舞
ひ
僅
か

に
郷
愁
を
慰
め
得
た
、
か
く
し
て

幾
多
の
変
選
も
あ
っ
た
が
語
り
聞

き
見
伝
え
て
今
日
迄
大
部
分
が
保

存
さ
れ
て
来
た
・

毎
年
十
月
二
十
一
日
秋
祭
前
夜

地
方
青
壮
年
男
子
笛
太
鼓
鐘
で
物

語
を
な
し
つ
つ
舞
ふ
二
十
四
種
も

㈲

時
間
か
か
る
が
今
其
の
一

部
の
み
奉
納
さ
れ
て
る
様
で
あ
る

一
紙
面
の
都
合
詳
細
は
他
日
に
由
来

の
み
と
す
る
。
　
　
（
武
志
記
）

瀧坂 岩 戸 の 舞

三
隅
中
学
校
陸

上
競
技
部
優
勝

去
る
十
月
廿
七
日
日
置
中
に
て

行
わ
わ
た
大
津
地
区
中
体
連
主
催

の
陸
上
競
技
大
会
で
三
年
連
勝
の

通
中
を
制
覇
し
て
三
隅
中
学
栄
あ

る
優
勝
旗
を
獲
得
す

迎
え
る
町
主
催

豊
年
産
業
祭

来
る
十
二
月
中
旬
予

定会
場
　
町
公
民
館
中

学
校

盛
り
沢
山
の
諸
行
事

一
、
物
産
共
進
会

一
、
農
関
係
実
物
鑑
定
競
技
会

一
、
学
校
成
績
品
展
覧
会

一
、
バ
ザ
ー
、
花
の
会

一
、
移
梟
展
一旡
二

一
、
生
活
改
善
展
示
会

一
、
青
年
団
手
芸
展
示
会

一
、
増
産
発
表
会
　
　
　

。

一
、
産
業
関
係
表
彰
等
々

豊
作
の
年
、
意
義
あ
る
産
業

祭
を
、
一
戸
一
品
、
是
非
出
品

し
て
、
よ
り
意
義
あ
ら
し
め
ま

し
よ
う
。

三隅も一会場に
中国四国九州公民館
職員講習会開催さる

ー
社
会
教
育
は
こ
れ
で
よ
い
か
１

新
生
活
運
動
の
推
進
を
契
機
に

公
民
館
の
新
課
題
を
究
明
し
て
、

今
後
の
公
民
館
の
在
り
方
を
研
究

討
議
し
、
も
づ
て
公
民
館
の
畫
期

的
振
興
を
図
ら
う
と
す
る
た
め
、

来
月
十
一
月
十
七
、
十
八
、
十
九

日
の
三
日
間
、
本
町
と
日
置
村
萩

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

主
催
は
文
部
省
、
県
教
育
委
員

会
、
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
町

教
育
委
員
会
で
山
口
県
を
除
く
十

五
県
よ
り
一
五
〇
名
、
県
内
よ
り

約
二
〇
〇
名
の
参
加
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
開
催
の
要
領
は
十
七
日
（

木
）
三
隅
に
お
い
て
開
会
式
、

日
程
説
明
、
文
部
省
社
会
教
育

官
小
和
田
武
紀
先
生
の
講
演
質

疑
、
分
科
会
等
の
説
明
に
て
第

一
日
を
終
り
、
湯
本
温
泉
に
一

泊
、
十
八
日（
金
）は
三
隅
、
日

置
、
萩
と
三
会
場
に
わ
か
れ
、

三
隅
は
都
市
周
辺
分
科
会
と
し

て
研
究
発
表
並
び
に
分
科
会
が

も
た
れ
、
現
地
研
究
と
し
て
清

風
山
荘
と
浅
田
生
活
改
善
ク
ラ

ブ
及
び
本
館
青
年
学
級
を
視
察

さ
れ
る
。

分
科
会
の
議
題
は
、
都
市
周
辺
公

民
館
を
振
興
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
町
村
合
併
と
公
民
館

の
在
り
方
、
新
生
活
運
動
と
公
民

館
の
在
り
方
の
三
題
で
そ
の
後
発

表
討
議
を
も
っ
て
第
二
日
を
終
り

最
終
日
十
九
日（
土
）は
萩
市
に
お

い
て
分
科
会
総
合
発
表
、
歉
合
討

議
、
指
導
講
話
を
も
っ
て
大
会
の

幕
を
と
じ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上

の
如
く
三
隅
に
お
い
て
は
二
日
間

中
国
、
四
国
九
州
の
各
社
会
教
育

の
専
問
家
が
参
集
し
て
、
研
修
さ

れ
る
の
で
町
民
各
位
の
御
協
力
之

研
究
の
た
め
の
御
出
席
を
要
望
し

ま
す
。農

業
手
帳

次
の

春
作
は

一
、
よ
い
種
を
選
ぶ
た
め
に
水
一

斗
に
硫
安
一
貫
四
九
〇
匁
を
穃

か
し
種
子
を
入
れ
浮
い
た
も
の

を
除
く
こ
と

二
、
ウ
ス
ブ
ル
ン
五
匁
を
水
一
斗

に
溶
か
し
、
種
を
入
れ
一
時
間

浸
漬
し
外
部
の
消
毒
を
す
る
。

三
、
風
呂
局
を
四
六
度
と
し
下
の

火
及
び
灰
を
完
令
に
除
き
豐
を

三
’
五
寸
開
き
種
子
を
Ｉ
〇
時

間
浸
潰
し
て
内
部
の
消
毒
を
す

る
Ｏ

四
、
毎
年
キ
リ
ウ
ジ
の
多
い
、
土

地
は
稚
子
一
升
に
Ｄ
Ｄ
Ｔ
一
〇

匁
を
ま
ぶ
し
て
拯
く
こ
と
Ｂ
Ｈ

Ｃ
は
発
芽
を
轡
す
る

五
、
麦
の
小
さ
い
時
は
酸
性
に
弱

い
の
で
反
当
り
Ｉ
〇
貫
一
一
五

貫
の
石
灰
を
飛
行
機
馬
鍬
を
か

け
る
前
に
撒
布
の
こ
と

六
、
燐
酸
質
の
肥
料
と
し
て
は
溶

成
燐
肥
五
’
六
貫
を
全
部
元
肥

と
し
て
施
用
の
こ
と
。
こ
の
肥

料
は
苦
土
マ
ン
ガ
ン
等
の
麦
に

重
要
な
微
量
要
素
を
含
ん
で
い

る
の
で
最
も
よ
い
°

塩
安

と
は
ま
ぜ
な
い
こ
と
。
し
か
し

す
ぐ
施
せ
ば
大
し
て
心
配
な
い

石
灰
窒
素
塩
化
加
里
と
は
ま
ぜ

て
差
支
え
な
い

七
、
加
里
質
肥
料
と
し
て
は
普
通

の
場
合
、
塩
化
加
里
を
元
肥
と

し
て
二
貫
穂
肥
頃
一
貫
施
用
の

こ
と

八
、
窒
素
質
肥
料
は
元
肥
と
一
月

上
、
中
旬
と
三
月
上
旬
の
三
回

に
施
す
こ
と

七
、
鶏
糞
が
手
に
入
れ
ば
三
〇
貫

位
施
す
と
割
合
廉
価
で
よ
い

よろこびを共にして
県
消
防
競
技
で

豊
原
分
団
入
賞

去
る
十
月
八
日
徳

山
市
で
開
催
せ
ら
れ

た
第
二
回
山
口
県
消

防
操
法
競
技
大
会
に

本
町
の
代
表
選
手
と

し
て
豊
原
分
団
が
手

引
動
力
ポ
ン
プ
操
法

競
技
に
出
場
し
全
選

手
敢
闘
の
結
果

貳
等
賞
　
カ
ッ
プ
受

領
婦
人
会
団
体

表
彰

去
る
月
六
日
日
本
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
長
よ
り
県
内
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
優
良
団
体
と
し
て

本
町
婦
人
会
が
表
彰
を
う
け
る
こ

と
に
な
り
。

来
る
十
一
月
十
一
日
よ
り
宮
崎

県
に
於
い
て
開
催
せ
ら
れ
全
国
大

会
の
際
田
中
婦
人
会
長
が
出
席
し

て
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
と
共
に
研

究
発
表
も
併
せ
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
功

労
者
と
し
て

稲
田
町
長
表
彰
さ
る

山
口
県
社
会
教
育
委
員
会
議
長

並
び
に
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
と

し
て
広
く
県
下
の
社
会
教
育
振
興

の
為
尽
力
中
の
町
長
は
来
る
十
一

月
十
六
日
東
京
都
丸
の
内
興
業
ク

ラ
ブ
講
堂
で
開
催
の
令
国
財
団
法

人
社
会
教
育
協
会
創
立
三
十
周
年

記
念
大
会
に
功
労
者
と
し
て
表
彰

模
範
老
人
と
し
て

中
原
　
篷
さ
ん

表
彰
さ
る

老
令
の
身
を
以
つ
て
常
に
社
会

福
祉
の
為
精
神
的
物
質
的
に
援
助

を
惜
ま
ず
殊
に
軍
人
遺
家
族
援
護

又
慰
霊
の
墓
参
等
続
ら
る
中
原
篷

さ
ん
が
、
平
素
の
美
徳
に
対
し
、

模
範
老
人
と
し
て
去
る
十
月
二
十

一
日
下
松
市
で
開
催
の
山
口
県
社

会
福
祉
事
業
大
会
に
於
い
て
社
会

福
祉
協
議
会
長
よ
り
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
。
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
限

り
で
あ
る
。
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生
活
実
態
調
査

其
の
二

公 民館便り

中
学
生
に
よ
り

十
三
項
目
に
つ
い

て
調
査
実
施

本
年
九
月
一
目

を
期
し
て
中
学
校

に
依
頼
し
て
社
教
育
に
つ
い
て

の
町
内
全
世
帯
調
査
を
行
い
ま
し

た
・

そ
し
て
忙
し
い
殼
中
を
中
学

三
年
生
の
有
志
の
二
十
種
類
に
亘

り
（
年
令
六
種
、
職
業
八
種
、
学

歴
六
種
）
実
施
し
て
頂
癶
・
漸
く
そ

の
取
纏
め
が
略
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
命
般
統
計
を
あ
げ
て
見

ま
す
と
次
表
の
通
り
に
な
り
ま
す

尚
此
際
中
学
校
の
皆
様
の
御
労

苦
を
惑
謝
す
る
と
共
に
％
の
不
足

は
無
衂
答
で
す
の
で
お
こ
と
わ
り

し
て
お
き
ま
す
。

「
新
生
運
動
と
は
ど
ん
な
事
か
知

っ
て
い
ま
す
か

回
答
数
　
％

知
っ
て
い
る
　
七
芸
人
（
五
、`
％

大
変
役
立
っ
て
い
る

1
1喜一
　
　
翌
、四

役
立
っ
て
い
な
い一一

三
　

元
Ｓ

わ
か
ら
な
い
　
一（
七
　
一『

四

知
ら
な
い
　
　
　
１
ＨＳ
　
　一
四
、四

「
今
篌
の
農
業
経
営
の
仕
方
を
ど

う
し
よ
う
と
思

い
ま
す
か
」

・

自
給
自

足
　
　

一
毫

人

孟
、四
％

機
械
力
利
用
　

一
蕊
　

一咒
、四

自
分
の
家
は
喰

べ
る
丈
で
ど
こ

か
に
務

め
た
い

Ｉ８
　

己
、七

共
同
作
業
　
　

巽
　
　

四
、九

・
緬
羊
を
飼
う
　

一`
　
　

讐
四

山

羊
　
　
　
　

一
宍
　
　

＝
、七

乳
牛

。
　
　

豆
　

一一
、
パ

鷄
　
　
　
　
　
　
　
　

お
一
　
　
　
七
、九

馬
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
　
　
　
一一
、一一一

役
牛
　
　
　
　

癸
　
　

『
（
　

・

わ
か
ら

な
い
　

瑟
　
　

六
、一

「
農
閑
期
は
何

を
し
て
い
ま
す
か

」
わ
ら
加
工

厂

一
二
人

一
七
、`
％

炭
焼
　
　
　
　

九
六
　

茲
、一

農
産
加
工
　
M
l

 

＜
、〇

’
日
か
せ
ぎ
　
　

一（
四
　

元
己

何
も
し
な
い
　

一
９
一
　

一
六
、一

わ
か
ら
な
い
　

孟
　
　

五
。＝

漁
業
　
　
　
　

莟
　
　

（
亠

「
稲
作
は
何

の
被

害
が
多
い
で
す

か
十二

化

め
い
虫
　

一三
一
人

三

、つ
％

い
も
ち
　
　
　

一
饂
（
　

ＩΞ
、一

黒
か

め
虫
　
　

呂
　
　

＝
Ｓ

ご
ま

は
か
れ
病

児
　
　

｀
、口

う
ん
か
　
　
　

一一（
一（
　

元

、＝一

野
鼠
　
　
　
　

一
宍
　
　

气
六

鷽
　
　
　
　
　
　

昌
　
　

弓
っ

野
猪
　
　
　
　

一
両
　
　

飛
六

「
今
後

漁
業
の
経
営
の
仕
方

を
ど

う
し
よ

う
と
思
い
ま
す
か
」

沖
合
の

べ
な
わ

天
人

一
六
、口

仝
　

て
ぐ
り
　

茲
　
　

七
、
四

仝
．

巾
着
　
　
　

６
　
　

五
、七

沿
岸
の

べ
な
わ

盜
　
　

（

、一（

仝
　

魚
貝
類
　

一
‘
　
　

六
、一一一

仝
　

た
こ
あ
み
　

六
　
　

气
四

加
工

い
り
こ
　

一（
　

Ｓ
Ｊ
一

仝

か
つ
を
ぶ
し
　

一一
　
　

一
、一

仝

は
ず
り

ぶ
し
　

｀
　

‘一
、（

販
売
　
　
　
　

ズ
　

６
Ｊ一

網
　
　
　
　
　
　

発
　

三

、四

釣
　
　
　
　
　
　

九
　
　

｀
、一

「
公
民
館
は
ど
ん

な
事
を
す
る
所

と
考
え
ま
す
か
」

産
業
活
動
　
　

至
人
　

四
、
六

青
年
団
婦
人
会
を
指
導
す
る

弓
一
　

气
一

図
書
の
貸
出
　
　

き
　

四
、四

町
民
の
い
こ
い
の
場
で
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
　
　

¨

韲
　
　
五
、七

文
化
を
高
め
る

一
三
一
　
一
Ｒ
（

町
民
の
教
養
の
向
上
健
康
の
増

進
情
操
の
純
化
を
図
る
た
め
の

実
際
生
活
に
役
立
つ
教
育
や
文

化
に
関
す
る
事
業
を
す
る

七一｛
　
む
一
、`

知
ら
な
い
　
　
　

一
九
　
一
．六

「
現
在
公
民
館
が
各
種
の
講
座
を

開
い
て
い
ま
す
が
あ
な
た
は
ど
れ

を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
か
」

農
業
普
通
作
　
一
豊
人

一
二
一％

仝
　

肥
料
の
使
い
方

仝
　

季
節
野
菜
の
作
り
方

一
Ｈｎ
ｌ 

＜
’Ｋ

仝
土
地
改
良
　

ａ
　
　

气
六

仝
果
樹
園
芸

一
　
｛

九
　
　
六
、
＝

仝
品
種
改
良
．

四
四
　
　
｝一
合

仝
農
薬
使
用
法
　

豊
　
一一
言

仝
家
畜
飼
養
　
　

弓一
　
＝
、九

漁
業
気
象
　
　
　

一
三
　
一
、六

仝
漁
法
の
転
換
　
四
一
　
『
九

仝
加
工
　
　
　
　
　

一
九
　
一
丿一

仝
浅
海
増
殖
　
　

茲
　
一
占

仝
隧
械
の
取
扱
法
一
式
　
一
、九

商
業
経
営
　
　
　

荅
一
　一二
七

仝
珠
算
　
　
　
　

一
穴
　
二
、六

仝
簿
記
　
　
　
　

一
盂
　
冊
四

一
般
時
局
　
　
　

（
七
　
六
、一

仝
文
化
　
　
　
　
　

七
四
　
皿
、一

仝
常
識
　
　
　
　

九
七
　
六
、（

仝
経
済
　
　
　
　

澀
　
气
｀

仝
町
政
　
　
　
　
　

五一
　
『

｀

仝
政
治
　
　
　
　

癸
　

气
五

仝
法
律
　
　
　
　

豆
　
一
、
七

仝
証
券
　
　
　
　

Ｓ
　
９
七

「
公
民
館
の
こ
の
様
な
催
し
は
い

つ
が
よ
い
の
で
す
か
」

午
前
が
よ
い
　
＝（
（
人

昌
、Ｅ
％

午
後
が
よ
い
　
一一
昌
　

‘一（
、七

夜
が
よ
い
　
　

鳫
一（
　

癸
、六

「
公
民
館
の
こ
の
様
な
催
は
何
曜

日
が
よ
い
の
で
す
か
」

土
曜
日
　
　
　

ズ
ー一
　
一
气
一一

日
曜
日
　
　
　
　
芒
Ξ
　
　
諤
一
、
七

普
通
の
臼
　
　

２
七
　
昌
己

・［
公
民
館
の
図
書
に
つ
い
て
］

借
り
た
事
が
あ
る
か

あ
る
　
　
　
　

ｉ
一一
　
癸
、
＝

な
い
　
　
　
　

但
六
　
四
一
、
｀

本
は
今
の
儘
で
よ
い
か

よ
い
　
　
　
　

七（
　

一乙
、一一

も
っ
と
新
し
い
本
を
買
っ
た
が

よ
い
　
　
　
　

芭
（
　

究
、七

「
ど
ん
な
本
を
備
え
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
か
」

修
養
　
　
　

一
Ξ
七人

一ａ
、一一一
％

芸
術
　
　
　
　
　
　
芫

‘
　四

、一

歴
史
地
理
　
　

四（
　

亠
、一

ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
一三
　
　

＝
Ｊ
一

政
治
経
済
社
会
教
育

一
見
　

一
コ

語
学
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　一
．（

生
理
物
理
化
学

昌
　

气
二

娯
楽
　
　
　
　
　

き
　
　

七
．`

工
業

・
　
　
　

一
宍
　

一一
、
七

映
畫
演
劇
　
　

一（
　
　

‘、
九

農
業
林
業
商
業

一
九
六
　
三
Ｓ

文
学
　
　
　
　

発
　
　

六
丿
一

ヽ
辞
書
論
文
令
悵
等言

　
　

气
二

「
公
民
磴
が
現
在
ま
で
に
発
達
し

た
原
円
と
思
は
れ
る
も
の
を
三
つ

だ

け
選
ん
い
下
さ
い
」

町
長
の
努
力
　

―
六
人

一
九
、
％`

町
議
会
の
協
カ

ズ〔
　

Ｓ
．二

公
民
館
職
員
の
努
力

弖
？
〕
　
　ｒ
．‐一
盜

学
校
側
の
努

力

戔
　
　

一
こ

’

町
民
が
竃
朴
で
人
の
こ
と
を
よ

く
聞
く
　
　
　

ご
七
　
　

六
Ｊ
一

婦
入
公

ソ
当
力

一
一
】

六
己

青
年
団
０
剛

力

ニ

ー
　

六
、〔
〕

昔
か
ら
の
じ
統

を
　
　

气
六

町
が
径

済
的

に
庖
か

一ａ
一
　
　

Ξ
、一

町
民
が
教
育
に
黙

心

一
会
　

己
（
）

町
民
に
す
ぐ
れ

ご
用

導
行
‥い
い

た
　
　
　
　
　
　

一
気
　
　

气
七

外
部
か
ら
・い
州
戦
が
あ
っ
た

き
一
　
　

五
、（
）

陶
此
外
公
民
館
の
こ
と

に
つ
い

て
種
々
の
建
設
的
御

意
見

や
希
望

を
承
は
つ
て
お
り
ま
す
が
、
此
等

をａ
め
で
来
る
公
民
館
職
員
講
習

会
（
別
項
）
の
発
表
資
料
の
一
環

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の
で

す
。

道
路

愛

護

毎
畑
奉
秋
二
季
に
行
う
道
路
愛

護
に
つ
い
て
は
町
民
各
位
の
御
協

力
に
依
り
其
の
成
果
を
揚
げ
本
町

地
内
の
国
道
、
県
道
、
町
道
も
昨

年
の
十
五
号
台
風
以
来
漸
次
本
来

の
姿
に
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
各

位
と
共
に
よ
ろ
こ
ぶ
も
の
で
あ
り
・

ま
す
。

今
年
九
月
一
日
よ
り
町
道
維
持
修

繕
の
た
め
工
手
二
名
を
常
置
し
重

点
的
に
修
理
す
る
と
共
に
遂
次
国

県
道
と
同
様
立
派
な
道
路
に
な
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
二
人
の

工
手
の
み
で
は
長
い
道
路
延
長
の

全
般
に
亘
り
完
仝一
を
知
す
る
こ
と

も
困
難
で
あ
る
の
で
完
期
的
に
愛

護
週
間
を
設
け
て
行
う
補
理
掃
除

の
際
に
は
関
係
部
落
の
絶
大
な
る

御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
恂
今
年
は
県
の
計
晝
さ

れ
た
秋
季
愛
護
週
間
が
丁
度
農
繁

期
に
当
り
ま
し
た
の
で
特
に
本
町

は
十
一
月
中
旬
に
行
う
こ
と
に
し

近
く
作
業
計
畫
を
樹
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

道
路
の
愛
護
は
只
に
週
回
中
の
作

業
の
み
で
終
る
こ
と
な
く
平
素
常

に
道
路
愛
護
の
桁
神
を
発
耘
し
関

係
路
線
の
愛
護
に
努
め
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
ま
す
。
之
が
た
め
特

に
平
素
心
掛
け
て
載
く
こ
と
を
述

ぶ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

１
無
断
で
遭
路
を
占
用
、
加
工

し
な
い
こ
と
。

特
に
側
溝
上
に
木
材
等
を
置

か
な
い
こ
と

２
ぞ
貯
に
塵
埃
等
を
捨
て
な
い

３
早
期
修
理
に
努
め
る
こ
と
　

－

４
要
修
理
箇
所
を
発
見
し
た
時

は
速
か
に
町
役
場
に
連
絡
さ

れ
た
い
。

青年学級の友へ
学
級
生
の
皆

さ
ん
農
繁
期
中

は
大
変
お
つ
か

わ
だ
つ
た
と
思

い
ま
す
が
、
十

一
月
よ
り
青
年

学
級
を
再
会
致

し
ま
す
の
で
、

委
員
及
受
講
生

は
九
月
に
於
け

る
腿
省
事
項
を

再
確
認
さ
れ
各

分
館
共
大
い
に

学
習
向
上
に
努

力
さ
れ
ろ
樣
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
活
動
を
ふ
り

か
へ
っ
て
み
ま
す
と
、
各
教
科
課

目
に
よ
っ
て
非
常
に
出
席
率
の
相

違
が
あ
り
、
叉
開
講
日
数
も
不
規

則
で
受
講
生
の
中
に
も
責
任
感
に

欠
け
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
点

が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
青
年
学
級
の
在
り
方
に
つ
い

て
胄（
劍
に
考
へ
直
し
て
み
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
運
営

委
員
会
な
り
分
館
集
会
の
際
皆
さ

ん
と
共
に
十
分
協
議
し
て
み
た
い

と
考
へ
て
い
ま
す
。

青
年
団
活
動
も
再
開
さ
れ
ま
す

が
十
一
月
の
主
な
行
事
と
し
て
『

秋
季
道
路
作
業
』
　
「
第
二
回
大
津

地
区
青
年
団
体
育
大
会
』
『
先
進

地
視
察
』
等
を
計
濺
し
て
い
ま
す

の
で
団
員
各
位
に
於
か
れ
て
は
進

ん
で
協
力
さ
れ
十
分
な
成
果
を
修

め
ら
れ
ん
こ
と
を
望
ん
で
止
み
ま

せ
ん
。

十
一
月
に
入
り
ま
す
と
だ
ん
だ

ん
寒
く
な
り
ま
す
の
で
夜
間
開
講

の
学
級
生
の
皆
さ
ん
は
火
紘
等
に

気
を
つ
け
ら
れ
ま
し
て
事
故
防
止

に
万
稾
を
期
せ
ら
れ
る
様
特
に
畄

意
し
て
下
さ
い
。

（
運
営
委
員
長
）

町
内
美
化
の

標
語
、
ポ
ス

タ
ー
入
賞
者

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
明

い
社
会
建
設
運
動
の
一
環
と
し
て

環
境
の
衛
生
美
化
を
提
唱
し
て
ゐ

る
が
、
去
日
、
町
内
学
童
よ
り
標

語
及
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
。
そ

の
扮
秀
作
と
し
て
賞
を
受
け
た
も

の
は
次
の
通
り
。

○
標
語
の
部

花
は
吹
き
、
は
え
な
し
、
の
み

な
し
我
が
郷
土

宗
頭
小
　
武
田
律
子

花
で
う
づ
め
よ
う
三
隅
の
町
を

浅
田
小
　
河
野
恵
子

そ
う
じ
し
た
部
屋
病
も
逃
げ
る

明
倫
小
　
熊
野
清
江

チ
リ
一
つ
振
っ
て
明
る
い
町
づ

明
倫
小
　
田
中
芳
子

き
れ
い
な
お
家
に
き
れ
い
な
心

明
倫
小
　
溝
部
和
子

み
ち
ば
た
に
ち
り
一
つ
な
い
良

い
郷
土

明
倫
小
　
宮
本
徳
治

○
ポ
ス
タ
ー
の
部

一
等
　
　三
隅
中
　
原
　
修
二

二
等
　
　
仝
　
　
辻
野
小
枝
子

二
等
　
　
仝
　
　
坂
本
　
勉

三
等
　
　
仝
　
　
的
場
憲
二

三
等
　
　
仝
　
　
松
田
逸
馬

三
等
　
　
仝
　
　
藤
田
明
夫

小
作
料
の
改

訂
に
つ
い
て

小
作
料
改
訂
に
つ
い
て
は
屡
々

新
聞
紙
上
等
で
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
御
承
知
の
よ
う
に
本
町
に
於

い
て
も
昨
年
十
二
月
よ
り
農
業
委

員
全
員
に
て
小
作
料
決
定
の
た
め

土
地
調
査
を
実
施
し
本
年
三
月
調

査
を
完
了
致
し
政
府
の
小
作
料
決

定
を
待
つ
の
み
で
あ
っ
た
が
こ
の

程
（
昭
和
三
十
年
九
月
二
十
一
日

）
決
定
さ
れ
た
の
で
県
知
事
の
認

可
あ
り
次
第
各
小
作
地
別
の
小
作

料
額
を
公
示
し
こ
れ
に
依
り
小
作

契
約
の
締
結
を
行
い
ま
す
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
韵
約
期
限
の
大

部
分
は
昭
和
三
十
年
五
月
三
十
二

日
限
り
と
な
っ
て
お
り
既
に
期
限

も
経
過
し
て
い
る
た
め
関
係
者
に

不
安
々
与
え
ま
し
た
が
認
可
あ
り

次
第
係
員
が
各
部
落
に
出
向
い
て

小
作
契
約
書
作
製
に
着
手
す
べ
く

計
畫
中
で
あ
る
の
で
そ
の
節
は
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
、
な
お
詳

細
に
つ
い
て
は
係
り
に
お
・尋
ね

卜

さ
い
。

衛
生
便
り

検
便
の
三
割
に
虫

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
町
民
の

寄
生
虫
駆
除
を
め
ざ
し
て
一
斉
検

便
を
行
っ
て
ゐ
る
が
、
今
年
は
県

病
原
研
究
予
防
協
会
よ
り
技
士
六

名
を
招
き
、
去
る
九
月
下
旬
三
日

に
亘
っ
て
こ
れ
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

恂
施
行
人
員
も
町
民
全
体
の
三

て

七
三
％
に
当
る
の
で
今
後

検
便
に
は
受
検
せ
ら
れ
る
様
希

望
す
る
と
共
に
現
在
保
有
者
数

も
発
見
し
た
の
み
の
数
字
に
し

て
事
実
は
こ
れ
以
上
保
有
し
て

居
る
こ
と
を
認
識
せ
ら
れ
た
い

団休名 螟虫保 十二指腸 鞭虫保
施行人員 有者　 虫保有者 有者　 その他　計　保有％

町 内 一 般 人
宗 頭 小 学 校
明倫 小 学 校

浅 田小 学 校
三 隅中 学 校
三 隅中 保 育 部

計

1- 936 ・　469　　　171　　23　　1　　664 34. 2
179　　24　　　15　　2　　0　　41 22. 9

現 在 実 施･ 中
224　　　40　　　　　8　　　　0　　　1　　　　49 21. 8
470　　86　　　34　　　4　　2　　126 26. 8

92　　11　　　0　　2　　0　　13  14. 1
2. 901　　630　　　228　　31　　4　　893 30. 7

小
中
学
児
童
生
徒

自
由
詩

い
ね
こ
ぎ

宗
頭
小
一
ね
ん

す
え
な
が
あ
き
ひ
ろ

か
あ
ち
や
ん
と
と
う
ち
や
ん
が
、

あ
し
ふ
み
き
か
い
で

ご
り
ん
　
ご
り
ん

い
ね
を
こ
い
だ

や
ま
が
た
の
は
つ
ど
う
き
が

ぱ
ん
ぱ
ん

お
と
を
た
て
て
い
る

は
つ
ど
う
き
は

は
や
い
な

み
の
り
の
秋

宗
頭
小
三
年

山

縣

久

子

ざ
く
ざ
く
は
ぎ
れ
の
よ
い

か
ま
の
お
と

そ
よ
か
ぜ
と
と
も
に

’
　

ゆ
れ
る
い
な
ほ

ほ
う
ね
ん
の
よ
ろ
こ
び
を

さ
け
ぶ
よ
う
だ

ざ
Ｉ
ざ
Ｉ’
い
ね
こ
ぎ
だ

き
か
い
の
お
と
も
い
さ
ま
し
く

は
だ
ら
４
す
が
た
も
、
あ
か
る
い

ほ
う
ね
ん
の
よ
ろ
こ
び
を

ま
ね
く
よ
う
だ
。

白
い
ズ
ッ
ク

明
倫
四
年

岡

村

勝

司

い
も
が
ゆ
で
る

稲
か
り
の
お
や
つ・で
す

見
上
げ
る
と

青
い
空
に
白
い
雲

昨
日
は

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が

笑
い
な
が
ら
こ
し
を
下
し
て

大
き
い
い
も
を
ほ
ほ
ば
っ
て

い
っ
た
‥‥‥

「
今
年
は
お
前
に
も

白
い
ズ
ッ
ク
買
っ
て
や
る

こ
れ
こ
の
ほ
を
持
っ
て
見
ろ

お
前
の
よ
う
に
重
た
い
」

そ
の
時
は
皆
わ
ら
っ
た

．ゆ
で
る
音
が
し
て
い
る

ぽ
く
は
一
人
で
う
れ
し
く
な

っ
た

き
っ
と
今
ご
ろ
は

待
っ
て
る
ぞ

と

り

い

れ

明
倫
二
年

岩

本

ふ
さ
代

と
つ
と
つ
と
つ
と
　
き
か
い
の
音

み
ん
な
そ
ろ
つ
て

い
そ
が
し
そ
う

小
犬
も
ね
こ
も
　
と
び
ま
わ
る

お
米
が
た
く
さ
ん
ざ
く
ざ
く
ざ
く

み
ん
な
の
か
お
も
　
う
れ
し
そ
う

み
の
り
の
秋

浅
田
小
六
年

木

村

か
つ

枝

稲
の
ほ
が
な
だ
ら
に

お
び
そ
う
に
た
れ
訂
が
っ
て

ど
れ
も
こ
れ
も
豊
年
、
豊
年
と

に
こ
に
こ
頤
で

さ
け
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

お
百
姓
さ
ん
達
の
明
る
い
声
に

っ
い
私
ま
で
う
き
う
き
し
て
く
る

す
み
切
っ
た
大
空
に

も
ず
の
声
が
す
る
ど
い

春
か
ら
秋
へ
の

農
家
の
勝
利
を
た
た
え
る
よ
う
に

秋
の
日
は
瀘
ぶ
し
く

野
山
は
美
し
い
。

あ
き
の
稔
り

を
た
た
え
て

三
隅
中
三
年

繁

澤

榮

子

美
し
い
水
が
は
ら
れ
ヽ

や
わ
ら
か
く
堀
り
返
さ
れ
た

土
の
上
に

一
粒
の
秡
が
誣
か
れ
た
時

そ
れ
は
い
か
に
の
び

い
か
に
成
長
す
る
か
を
知
ら
な

か
っ
た
｀

し
か
し
適
当
な
保
護
と

自
然
の
恵
み
に
よ
っ
て
や
が
て
殼

を
破
り

し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
下
し
た

そ
れ
か
ら
が
の
び
る
も
の
の
苦
し

い
道
程
で
あ
り

育
て
ゐ
者
の
悩
み
の
日
日
だ
っ
た

自
然
は
恵
む
ば
か
り
で
な
く

時
と
し
て
恐
し
い
試
練
も
与
え
た

だ
が
の
び
る
も
の
は
Ｉ
途
に
の
び

育
て
る
も
の
は
ひ
た
す
ら
育
て
た

そ
し
て
秋
風
の
吹
く
こ
ろ
豊
か
に

稔
っ
た
、
そ
れ
が
生
き
る
も
の
の

育
て
た
も
の
の
勝
利
で
あ
り
喜
び

だ
っ
た
。
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